
 

 

諏 訪 の 子 
諏訪ブランドカリキュラムを創る 

校長 二瓶 昭夫 
とても、素敵な土曜日の朝でした。二貫寺の森で諏訪地区公民館主催の「野鳥観察

と春の森散策」に参加させていただきました。素晴らしい森の中で多くの貴重な命に

出会うことができました。  

しかし、私がびっくりしたのは、それとは別に、早朝にもかかわらず諏訪小の子供

たちが大勢参加していたことです。引率の保護者の方も大勢参加されていて、子供た

ちを見守る視線がとても温かく、子供は地域の宝なんだと、あらためて実感できたか

らです。観察会が終わって、6年生の男の子が、「校長先生、僕が双眼鏡片づけますよ

。」と、声をかけてくれ、私が使った双眼鏡を進んで片付けてくれました。私の心が

グーっと温まりました。さりげない一言と優しい行動が私を幸せな気持ちにしてくれ

ました。「諏訪ブランド＝諏訪の魅力」の片鱗を垣間見ました。 

５月も半ばになり、私は、諏訪小の子供たちに「諏訪小グランドデザイン」の話を

しました。諏訪小の中心は君たちなんだというメッセージを伝えたかったからです。

その中心に掲げる「諏訪ブランドカリキュラムの創造」の胆は「創る」です。しかし

、諏訪小の教育活動において、どこを目指して何を「創る」のかは、子供たちにはま

だ、ピンときていないようでした。もちろん生活科や総合的な学習の総称「ゆめ学習

」が核になります。今年は、諏訪小創立120周年の年でもあり、それをテーマにして取

り組んでいる学年もあります。また、地域の方から関連する貴重な資料を贈っていた

だくこともあります。そのような中で、私は最近よく耳にする「ＳＤＧｓ」の視点と

のつながりも必要だと考えています。全校朝会でも話したのですが、１７の課題の内

、１つでも２つでも自分事として捉え、行動を変えていくことが将来の自分や周りの

人たちを幸せにしていくことにつながります。森の活動も野菜や植物の栽培も地域探

検や仲間づくりの活動もその視点でも意味付けしていくことが大切です。 

いよいよ運動会が近づきました。「ＳＤＧｓ」で例えるなら17番目の「パートナー

シップで目的を達成しよう」に通じるでしょう。そこで、両応援団長を校長室に呼ん

で「どんなチームにしたい？」と、質問してみました。各団長は、怒られると思った

のか最初は緊張していましたが、「勝ち負けにこだわるよりも、それまでの自分の努

力の力を全部出し切れるようなチームにしたい。」「チームのメンバーが走っていて

、もしも転んだとき、みんなで駆け寄って、大丈夫だよ。って励ましてあげられるチ

ームにしたい。」と、答えてくれました。私はそれを聞いてとても驚きました。それ

は、私の中で運動会とは、とにかく勝敗にこだわって、勝つためになり振り構わず一

致団結して「戦う」というイメージがあり、それとは違った回答だったからです。諏

訪小の子供たちは、「友に寂しい思いをさせない」「一人ぼっちにしない」という仲

間意識が、心の底にぎゅっと詰まっていることを感じました。昼休みに子供たちが、

ドッジボールや鬼ごっこなど全校で一つの遊びをする場面も多く、一人一人がお互い

のことを、とても大切にしていて、そのことが表れているのです。 

今年度も、新しい運動会の在り方を模索しながら取り組んでいます。運動会本番ま

での間に子供たちは、仲間の力を生かしながらどのような姿に変容していくのか、ま

た、運動会が終わったとき、輝く「諏訪ブランドカリキュラム」の一つが「創られる

」ことを、とても楽しみにしています。 
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４月30日（金）に1年生を迎える会が行

われました。 

どの学年も1年生のためにプレゼントや

諏訪小学校の紹介などをして、歓迎の気

持ちを表しました。また、全校でジャン

ケンゲームを行い楽しく絆を深め合って

いました。１年生４人は、諏訪小学校の

仲間入りをしたという実感が湧いたこと

でしょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度も「花を育てる優しい気持ち、

大切にする気持ちを育んで欲しいと上越人権擁護委員協議会より「人権の花（サ

ルビア、マリーゴールド、ベゴニア）」をいただきました。昨年は、プランター

に植えましたが今年は、花壇に植え、縦割り班で花を育てていきます。 

 

 

 

 

 

 

1年生を迎える会 



 

 

 

 

 

       大会スローガン 

 

 

５ 月 29 日（土）に行われる運動会 に向けて種目や応 援の練習が開始 ！  

み ん な で 運 動 会 を 創 ろ う と 応 援 団 長 を 中 心 に が ん ば っ て い ま す 。  

赤組 

 

 

赤 組 の 団 長 と し て 自 分 の 気 持 ち を

漢 字 一 文 字 で 表す と  

 

 

 

 

 

 

 

 

み ん な で 力 を 合 わ せ て 協 力 し て い

け る よ う に 「 協 」 を 選 び ま し た 。  

 

白組 

 

 

白 組 の 団 長 と し て 自 分 の 気 持 ち

を 漢 字 一 文 字 で 表 す と  

 

 

 

 

 

 

 

 

そ れ ま で 努 力 し て き た 力 を 全 力

で 出 せ る よ う に 「 力 」 を 選 び ま し

た 。  

 

創立１２０周年記念 諏訪小学校運動会 

心を一つに ファイト！ すわっ子 



 

 

 

 

〈新潟日報「大好き」作文掲載について〉  
5 月 20 日 ～ 6 月 4 日 の 期 間 （ 日 ・ 月 を 除 く ） 、 諏 訪 小 学 校 の 児 童 が 書 い た 「 大 好

き 」作 文 が 新 潟 日 報 に 掲 載 さ れ ま す 。各 学 年 の 代 表 児 童 ２ 名 が 書 き ま し た 。こ の 作 文

は 、1 月 に 原 稿 を 新 潟 日 報 に 提 出 し ま し た の で 現 中 学 1 年 生 か ら 現 ２ 年 生 の 作 文 に な

り ま す 。 是 非 、 ご 覧 く だ さ い 。  

 

〈諏訪小学校体育館屋根 ・体育館女子トイレの修繕工事について〉  
体 育 館 雨 漏 り や 体 育 館 女 子 ト イ レ の 壁 の 塗 装 等 の 修 繕 工 事 を 行 い ま す 。 こ の 期

間 、 体 育 館 は 使 用 で き ま す が 体 育 館 女 子 ト イ レ は 使 用 で き ま せ ん 。 社 会 体 育 等 で

使 用 さ れ る 団 体 様 に は 、 ご 迷 惑 を お か け し ま す 。  

     工 事 期 間 ： ６ 月 １ 日 （ 火 ） ～ ６ 月 13 日 （ 日 ）  

※ 体 育 館 男 子 ト イ レ は 、 使 用 で き ま す 。  

※ 体 育 館 屋 根 の 工 事 は 、 天 候 に よ っ て 期 間 が 延 び る こ と も あ り ま す 。 

 

〈諏訪小学校区青少年育成会議総会中止について〉  
今 年 度 も 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス の 感 染 が 拡 大 し て い る 状 況 に 鑑 み 、感 染 拡 大 防 止 の 観

点 か ら 、役 員 の 皆 様 の 安 全 を 考 慮 い た し ま し て 、諏 訪 小 学 校 区 青 少 年 育 成 会 議 総 会 を

中 止 さ せ て い た だ き ま す 。尚 、今 年 度 の 活 動 に つ い て は 、６ 月 に 入 り 雄 志 中 学 校 区 の

活 動 が 分 か り 次 第 、役 員 会 を 開 催 し ま す 。そ こ で 話 し 合 わ れ た 内 容 を 委 員 の 皆 様 に 配

付 し 、紙 面 決 議 し て い た だ く 事 と い た し ま す 。役 員 会 の 開 催 期 日 に つ い て は 、後 日 ご

連 絡 い た し ま す 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【６月の予定】 

１日(火) 発育測定（低学年） 

２日(水) 全校朝会 発育測定（中・高学年）尿検査（一次）プール清掃  

  ４日(金)  委員会活動 学校訪問カウンセラー来校 

８日(火)  児童総会 

９日(水)  クラブ活動①                     

１０日(木)  内科検診 健康アップデー 

１１日(金) ドイツ人国際交流授業 全校 

１５日(火) 尿検査（二次）委員会  

１６日(水) 委員会                 

１７日(木) 学校保健委員会（5限）              

１８日(金) 学校訪問カウンセラー来校 

２３日(水) 防犯教室 クラブ活動② 

２４日(木) 租税教室（５・６年） 

２５日(金)  体力テスト 

２８日(月)  歯肉炎予防教室 5限 

２９日(火)  地域学習(公民館事業)飯田川河畔植物観察 

 

連 絡 


